
〔札幌市版〕　食育モデルカリキュラム　中学校　第１学年版

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

委員会
活動

食に関する実態調
査

給食に関
する行事

食育月間 野菜摂取強化月間 食生活普及改善月間 学校給食週間

給食時間

フードリサイクルレ
タス選択

食育
家庭科
保健体育科

特別活動

食育
他教科
道徳
総合的な
学習　等

関連教科

食育の視点　※教科等での指導の際は、教科の目標の達成を第一義的に考える。食育の視点は、目標の達成に向けて指導内容との関連性を踏まえて設定する。

食事の重要性　重要 心身の健康　健康 食品を選択する能力　選択 感謝の心　感謝 社会性　社会 食文化　文化

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理
解する。

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい
栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく
能力を身に付ける。

正しい知識・情報に基づいて、食物の品質
及び安全性等について自ら判断できる能力
を身に付ける。

食物を大切にし、食物の生産等にかか
わる人々へ感謝する心をもつ。

食事のマナーや食事を通じた人間関係
形成能力を身に付ける。

各地域の産物、食文化や食にかかわる
歴史等を理解し、尊重する心をもつ。

保健体育科
「食事と健康」

食事と健康の関わりやどの
ような食事が健康に良いか
理解する。　　　　 健康

問題を見いだして課題を設定し、育成環境の調節方法を
構想して育成計画を立てるとともに、栽培過程や結果の

評価、改善及び修正について考える。 　　文化

技術科
「生物育成の技術　生活や社会と生物育成の技術」

真理を探究して  いくのに大切なこ  とにつ
いて考えさ  せ、疑問やわから  ないことを
探究し  続けようとする実践意欲と態度を
育てる。　

道徳
「レタス博士」

ラップの歌詞作りを通して、食べ物
の名前や特徴を知る。　 重要

音楽
「ラップを作ろう」

日常の食生活を振り返ることを通して、生活の
中で食事が果たす役割を理解する　 重要

家庭科「食事の役割」

　五大栄養素や中学生に必要な栄養素の特徴、

食事摂取基準について理解する。栄養バランス
のとれた食事の大切さがわかる。 重要・健康

家庭科「食品と栄養素」「中学生に必要な食事」

生鮮食品や加工食品の特徴を理解し、選択方
法に生かす。　　　　　　　　　　　 選択

家庭科「生鮮食品と加工食品の選択と保存」

　肉・魚・野菜を中心に日常よく用いられる食品や調
理用具等を、安全と衛生に留意した取扱い方を取
り上げ理解し適切に管理できる。　　　 選択

家庭科「食品と調理」
給食で使われて
いる野菜を想起
する。

授業の内容を

給食時間に振り返る

授業の内容を給食時間に

振り返る。

勉強してきたものを実際に

見て学ぶ。

育成している野菜を確

認しながら（思い出しな

がら）学習を進める。

食生活で大切な

習慣等について

振り返る

導入部分で野菜に

ついて触れる。

導入部分で野菜に

ついて触れる。

野菜の特徴を比較し、共通点や

相違点を見出すことができる。 　　　　　　
選択

理科
生命「生物の仲間わけの仕方」

成長期の体づくりに関心をもち、自分の生活（部
活・学習）に合わせた食品の選び方を考え、望まし

い食習慣を実践しようとする態度を養う。 　　　　　　　　　　　
健康

学級活動
「成長期を支える食生活」

野菜を使った献立
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食育の視点　※教科等での指導の際は、教科の目標の達成を第一義的に考える。食育の視点は、目標の達成に向けて指導内容との関連性を踏まえて設定する。

食事の重要性　重要 心身の健康　健康 食品を選択する能力　選択 感謝の心　感謝 社会性　社会 食文化　文化

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理
解する。

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい
栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく
能力を身に付ける。

正しい知識・情報に基づいて、食物の品質
及び安全性等について自ら判断できる能力
を身に付ける。

食物を大切にし、食物の生産等にかか
わる人々へ感謝する心をもつ。

食事のマナーや食事を通じた人間関係
形成能力を身に付ける。

各地域の産物、食文化や食にかかわる
歴史等を理解し、尊重する心をもつ。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

委員会
活動

食に関する実態調
査

給食に関
する行事

食育月間 野菜摂取強化月間 食生活普及改善月間 学校給食週間

給食時間

冬至献立文化

食育
家庭科
保健体育科

特別活動

食育
他教科
道徳
総合的な
学習　等

関連教科

我が国の伝統と文化を継承
し発展させていこうとする心
情を育てる。 　　文化

道徳科
「木桶仕込みのしょうゆを伝
える」

保健体育科
「生活習慣病」
「生活習慣病とその予防」

生活習慣病と食の関わりについて知る。
生活習慣病を予防するためにどのような
食事を心がけるとよいか理解する。 健康

適切な食塩摂取量を知り、日
常生活で自分たちができること
を考え実践する。 　健康

学級活動
「塩との付き合い方」

北海道地方の自然環境、諸産業
の特色及び課題を理解する。 　

社会科
「日本のさまざまな地域・北海道
地方」

我が国の伝統音楽と西洋音楽の違いに
関心をもち、音楽活動を楽しみながら主
体的・協働的に取り組む。　

音楽
「雅楽の音楽の特徴を捉えて、よさや美
しさを味わって鑑賞しよう」

生命を維持する働き
についての基本的な
概念を理解する。

　　　　　健康 　

理科
生命「動物の体のつくり
と働き」

植物の体とつくりについて
基本的な概念を理解す
る。

理科
生命「細胞のつくり」

給食での減塩の取り組

みついて触れる。

大切にしたい日本

の伝統文化につい

て考える。
北海道の伝統的な

文化について想起す

る。

日本の伝統的な食

文化について振り

返る。

各臓器の働きから病気に

ついて考えていく。

給食の献立を想起
する。

札幌産の食材を想起する。

しょうゆを使った献
立を想起する。地域で生産される食材の良さとそれ

らを使用することの意義を理解する。　 　
文化

家庭科
「日常食の調理と地域の食文化」

札幌産の米・小松菜・玉ねぎ・
にら・じゃがいも・かぼちゃ等

おひたし等、しょうゆを使っ
た献立

日本の伝統的な食

文化について触れ

る。

ラーメン、うどん、白飯等を
使った献立

日常生活につなげるよ

うにする。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

委員会
活動

食に関する実態調
査

給食に関
する行事

食育月間 野菜摂取強化月間 食生活普及改善月間 学校給食週間

給食時間

フードリサイクルレ
タス選択

フードリサイクル玉
ねぎ選択

食育
家庭科
保健体育科

特別活動

食育
他教科
道徳
総合的な
学習　等

関連教科

道徳科
命と向き合う

食育の視点　※教科等での指導の際は、教科の目標の達成を第一義的に考える。食育の視点は、目標の達成に向けて指導内容との関連性を踏まえて設定する。

食事の重要性　重要 心身の健康　健康 食品を選択する能力　選択 感謝の心　感謝 社会性　社会 食文化　文化

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理
解する。

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい
栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく
能力を身に付ける。

正しい知識・情報に基づいて、食物の品質
及び安全性等について自ら判断できる能力
を身に付ける。

食物を大切にし、食物の生産等にかか
わる人々へ感謝する心をもつ。

食事のマナーや食事を通じた人間関係
形成能力を身に付ける。

各地域の産物、食文化や食にかかわる
歴史等を理解し、尊重する心をもつ。

相手のことを思いやりながら、
コミュニケーションを図ろうとす
る態度を育てる。

　　　　　社会

道徳科
「「リクエスト食」に込められた
思い」

保健体育科
「し尿とごみの処理」
「私たちの生活と環境問題」

卒業後も健康的に過ごすため
の食事の内容を考え実践す
る。　　　　　重要・健康

学級活動
「卒業後の食生活」

自然を大切にしながら生活
していくために必要なことを
考え、進んで自然環境を
守っていこうとする態度を育
てる。　　　感謝

道徳科
「タコをたどって」

生命の尊さについて考
えさせ、生命を尊ぶ実践
意欲と態度を育てる。

道徳科
「命と向き合う」

かけがえのない命を
尊重する心情を育て
る。

道徳科
「きみは赤ちゃん」

持続可能な社会を実現するた
めに、さまざまな立場の人々
が協調して取り組んでいること
を理解する。

社会科
「国際社会と私たち」

大地の特徴を理解し、自然を
多面的、総合的に捉え、自然と
人間とのかかわり方について
科学的に考察する力を育む。

理科
「人間と環境」

持続可能な社会の構築の視
点から、新たな問題を見出し、
課題を設定する。 選択

    家庭科
「持続可能な社会に向けて」

高校へ

命の月間

道徳での既習を

生かす。

現在の環境問題について触れ

ながら持続可能な社会につい

て考える。

フードリサイクル　レタス・とう
もろこし等を想起する。

環境問題に対する

取組みについて取り

上げる。

フードロスやフードリサイクルについ
て環境問題の視点から考えられるよ
うにする。　 　　選択

環境問題に対する

取組みについて取り

上げる。

よりよい食生活に

つなげる。


